
質
問　

二
ツ
井
統
合
小
学
校
の
新
校
舎
建

設
に
当
た
り
、
地
元
産
材
の
秋
田
杉
だ
け

で
な
く
、
質
、
量
と
も
に
日
本
一
と
言
わ

れ
る
二
ツ
井
産
の
天
然
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
床

下
調
湿
材
と
し
て
使
用
し
、
健
康
や
環
境

に
配
慮
し
た
木
造
校
舎
と
し
、
ゼ
オ
ラ
イ

ト
の
利
活
用
を
全
国
に
情
報
発
信
す
べ
き

で
あ
る
。

答
弁　

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
旧
二
ツ
井
町
に
お
い
て
、
公
営

住
宅
の
床
下
に
調
湿
材
と
し
て
使
用
し
た

ほ
か
、
﹁
二
ツ
井
ゼ
オ
ラ
イ
ト
建
築
利
用

を
考
え
る
会
﹂
が
、
建
築
資
材
と
し
て
の

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
実
用
化
を
探
る
目
的
で
、

調
湿
実
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
へ

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

使
用
で
き
る
場
所
や
調
湿
効
果
、
コ
ス
ト

な
ど
を
検
証
の
上
、
実
施
設
計
に
お
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

情
報
漏
え
い
し
た
入
札
中
止
は
、

秋
田
市
の
不
正
業
者
だ
け
の
責
任
で
、
市

側
の
見
積
も
り
の
取
り
方
や
入
札
仕
様
書

等
に
落
ち
度
や
問
題
が
な
か
っ
た
か
。
以

前
の
市
史
に
関
す
る
こ
の
業
者
と
の
随
意

契
約
が
不
正
の
温
床
で
は
な
い
か
。
今
後

の
編
さ
ん
事
業
の
あ
り
方
に
問
題
は
な
い

の
か
。

答
弁　

旧
能
代
市
史
は
現
在
ま
で
6
巻
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
第
1
巻
は
市
内
業
者
と

秋
田
市
の
業
者
で
構
成
す
る
共
同
企
業
体

と
契
約
し
た
が
、
市
内
業
者
が
技
術
的
に

こ
の
事
業
に
対
応
で
き
ず
、
実
質
的
に
は

秋
田
市
の
業
者
が
行
っ
た
。
こ
の
た
め
2

巻
か
ら
6
巻
ま
で
は
、
秋
田
市
の
業
者
と

随
意
契
約
し
た
。
6
巻
﹁
特
別
編　

民

俗
﹂
の
発
注
の
際
に
、
市
内
の
印
刷
業
者

に
対
応
の
可
否
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
時

点
で
の
体
制
で
は
万
全
と
言
え
な
い
旨
の

回
答
だ
っ
た
。
今
回
、
7
巻
目
の
発
注
に

当
た
っ
て
は
、
新
市
に
お
け
る
入
札
制
度

を
基
本
に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
も
考
慮
し
、

県
内
業
者
を
対
象
と
し
た
応
募
型
指
名
競

争
入
札
と
し
た
。
現
在
の
本
市
の
入
札
シ

ス
テ
ム
に
は
問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
入
札
が
取
り
や
め
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
の
市
側
の
責
任
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

過
去
2
回
の
災
害
の
後
、
危
機
管

理
体
制
の
確
立
と
強
化
が
な
さ
れ
た
と
思

う
が
、
対
策
本
部
内
で
の
現
状
把
握
や
指

示
系
統
な
ど
、
今
回
の
実
態
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
う
生
か

さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
災
害
対
策
本
部
の

情
報
伝
達
方
法
や
避
難
所
へ
の
伝
達
方
法

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答
弁　

市
職
員
の
巡
回
は
、
避
難
指
示
の

広
報
と
道
路
等
設
備
の
状
況
確
認
・
記
録

等
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
も
っ
て
別
に
巡
回

し
た
。
現
状
把
握
は
、
職
員
、
消
防
等
の

巡
回
に
よ
る
情
報
、
国
・
県
等
か
ら
の
電

話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
フ
ァ
ク
ス
に

よ
る
情
報
等
に
よ
り
把
握
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
へ
は
、
避
難
者
の
安
全
確
保
、
情

報
伝
達
、
物
資
配
給
の
必
要
人
員
の
把
握

と
配
分
等
を
指
示
し
た
。
対
策
本
部
で
は

水
位
等
の
情
報
を
電
話
及
び
フ
ァ
ク
ス
で

各
避
難
所
に
通
知
し
た
が
、
必
ず
し
も
各

避
難
所
が
必
要
と
す
る
個
別
の
情
報
を
提

供
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、

情
報
の
収
集
、
伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

こ
の
た
び
の
災
害
で
つ
く
づ
く
感

じ
た
の
が
、
機
織
・
鰄
渕
地
区
に
は
避
難

場
所
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
旧
東
中
跡
地

に
避
難
場
所
と
な
り
得
る
も
の
を
ぜ
ひ
整

備
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
行
政
区
域
の
見

直
し
を
行
い
、
煉
瓦
場
か
ら
四
ツ
屋
ま
で
、

ま
さ
に
東
能
代
地
域
が
一
つ
に
な
れ
る
よ

う
に
望
む
。

答
弁　

避
難
所
の
選
定
は
、
既
存
の
学
校

施
設
及
び
公
民
館
等
と
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
民
間
施
設
を

借
り
上
げ
る
等
の
対
応
を
し
た
い
。
現
在
、

旧
東
能
代
中
学
校
跡
地
へ
の
避
難
の
た
め

の
施
設
整
備
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
必

要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
跡
地

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
煉

瓦
場
・
仁
井
田
・
機
織
の
行
政
区
域
の
見

直
し
は
、
東
能
代
地
域
ま
ち
づ
く
り
連
絡

協
議
会
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
見
直
し
は
、
そ
こ
に
住

む
住
民
の
総
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
の
具
体
的

な
要
望
や
地
域
住
民
の
意
向
な
ど
を
見
た

上
で
検
討
し
た
い
。

市
史
編
さ
ん
入
札
中
止
の
件
、

　
　
　
　
　

市
側
の
責
任
は

72008.1  第7号

の しろ市議会だより

庄司　絋八
（市民の声）

菅原　隆文
（よねしろ会）

二
ツ
井
統
合
小
建
設
に

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
活
用
を

旧
東
中
跡
地
へ
の

避
難
施
設
設
置

 

菅
原
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
あ
り
方
は

◦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
と
支
援
体
制
は

◦
水
害
の
検
証
・
指
示
は
適
切
だ
っ
た
か

 

庄
司
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
能
代
市
史
通
史
編
入
札
中
止

◦
能
代
以
外
の
企
業
の
入
札
参
加
状
況
は

◦
市
長
が
考
え
る
ビ
ジ
ョ
ン

危
機
管
理
対
策


